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E. B. Cowell & R. A. Neil eds., ₁₈₈₆. (Reprint：Amsterdam, ₁₉₇₀)
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Gv ɢａṇḍʰａｖｙūʰａ, P. L. Vaidya ed., ₁₉₆₀.
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T. 大正新修大蔵経




A タボ（Tabo）寺写本  No. ₁．₄．₁₅．₁ (Running No. ₂₆); Ke ₃₂, ₄₅, 
₄₇, ₅₀‒₅₁, ₅₃, ₆₁, ₆₁‒₇₅, ₇₇‒₇₉b₂.
B ベルリン写本  No. ₂₂₄: mdo sde, Tsha ₂₇₅b₅‒₃₄₃a₂.
Ba バスゴ（Basgo）写本  No. ₄₉．₂: Mdo, Nga ₇₆a₂‒₁₆₀b₄.
Bth バタン（Bathang）写本  No. ₅₇: Pa ₁₅₀a₆‒₁₉₉b₁.
D デルゲ版  No. ₂₁₆: mdo sde, Tsha ₂₁₁b₂‒₂₆₈b₇.
G ゴーンドラ（Gondhla）写本  No. ₂₆,₀₁: Ka₁b‒₅₁a₅.
He ヘーミス（Hemis）写本（Ⅰ）  No. ₄₈．₁: mdo, Nga ₁₃₃‒₁₅₇a₆.（第Ⅹ章の途
中より）
Hi ヘーミス（Hemis）写本（Ⅱ）  mdo, Nga ₇₇‒₈₁, ₉₁‒₉₂, ₉₅, ₁₀₀, ₁₁₄‒₁₁₈, 
₁₄₈‒₁₅₂a₁.
J ジャンサタン（リタン）版  No. ₁₅₉: mdo sde, Tsha ₂₃₄b₂‒₂₉₅a₆.
L ロンドン写本  No. ₁₆₆: mdo sde, Za ₂₇₃a₇‒₃₅₄a₆.
N ナルタン版  No. ₂₀₁: mdo sde, Ma ₃₃₉a₄‒₄₂₇b₆.
P 大谷北京版  No. ₈₈₂: mdo sna tshogs, Tsu ₂₂₀a₅‒₂₈₁a₅.
Ph プクタク（Phug brag）写本  No. ₂₈₉: mdo sde, Ke ₁b₁‒₈₅b₃.
S トク宮（Stog Palace）写本  No. ₂₂₃: mdo sde, Za ₂₆₆b₇‒₃₅₁a₇.
T 東京写本  No. ₂₂₃: mdo sde, Za ₂₄₇a₈‒₃₂₁a₈.
U ウランバートル写本  No. ₂₇₂: mdo sde, Za ₂₃₇b₄‒₃₁₂b₈.
５ チベット大蔵経カンギュル諸本の〈阿闍世王経〉の情報については、ウィーン大学
Department of South Asian, Tibetan and Buddhist Studies に置かれたプロジェクト
The Tibetan Manuscripts Project Vienna (TMPV)が作成したデータベース The 




 【讖】 支婁迦讖訳『阿闍世王経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₆）
 【護】 竺法護訳『普超三昧経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₇）
 【天】 法天訳『未曾有正法経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₈）
 【放】 失訳『放鉢経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₉）
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「退転しそうな二百の天子」が登場する大乗経典として、〈首楞厳三昧經〉（T. No. ₆₄₂ 






























































































































₁₅ ｂｚʰｕɡｓ　ｐａ　’ｔｓʰｏ　ｂａ　ɡｚʰｅｓ　ｐａ’ｉ: *tiṣṭhati dhriyate yāpayati（おられ、とどまり、日
を送りされている）（MVy ₆₃₁₉‒₆₃₂₁）
₁₆ ɡａｎɡ　ɡＡ’ｉ　ｋˡｕｎɡ　ɡｉ　ｂｙｅ　ⅿａ　ｓｎｙｅｄ: *gaṅgānadīvālukāsama（LCTSD ₃₃₉）蔵訳では
訳出したとおり、単に「ガンガーの川岸の砂ほど（恒河沙）」とするが、【護】「七十二
恒河沙」のように、【放】をのぞく諸漢訳では「七十二」という数字が見える。
₁₇ ｓｎａｎɡ　ｂａ　ｄａｎɡ　ˡｄａｎ　ｐａ: *Avabhāsa. 【讖】「漚呵沙（漚呵沙者天竺語漢言名曰明開
闢）」【護】「炤燿」【天】「光明」【放】「波陀沙」




























 　 ② *Raśmirāja という名称は『如来不可思議秘密説示経』（*Ｔａｔʰāɡａｔāｃｉｎｔｙａɡｕʰｙａ︲
ｎｉｒｄｅśａ, D No. ₄₇/ T. No. ₃₁₀(₃) / T. No. ₃₁₂）では西方世界での現在仏として登場す
る。ちなみに、同経では目犍連が仏の威神力の助けを借りてその仏国土に赴いている
（T. No. ₃₁₀ ₁₁．₅₆c₂₀ff; T. No. ₃₁₂ ₁₁．₇₂₁c₁₆ff）。また、『不思議功徳諸仏所護念経』





















































































































ｒā ʲａ ｐａｒｉｐṛｃｃʰā にも確認できる。拙著［₂₀₁₂：₁₇］参照。
₃₃ この箇所と同じく、「文殊が右手を伸ばす」という記述は、下記のように、
ɢａṇḍａｖｙūʰａ で文殊が二度目に登場する場面で見られ、なんらかの関連性を窺わせる。
     atha khalu Mañjuśrīḥ kumārabhūto daśottarād yojanaśatāt pāṇiṃ prasārya 
sumanāmukhanagarasthitasyaiva Sudhanasya śreṣṭhidārakasya mūrdhni 
pratiṣṭhāpya evam āha... (Gv ₄₁₉．₄‒₆)






























   paripṛchaty alpābādhatāṃ alpātaṇkatāṃ laghūtthānatāṃ yātrāṃ balaṃ 
sukhasaṃspariśavihatāṃ（SP ₄₂₉．₂‒₃）
   「無病息災でおられるか、生活や体力はどうか、安楽にお暮らしかどうか尋ねてお
られます」（松濤他訳［₂₀₀₁：₂₁₅］）
   bhagavato ’lpābādhatāṃ ca paripṛcchaty alpātaṅkatāṃ ca laghūtthānatāṃ ca 
yātrāṃ ca balaṃ ca sukhaṃ cānavadyatāṃ ca sparśavihāratāṃ (VkN Ch. IX 
§₄)















 　まず、部派典籍でサンスクリット本が現存する Ｄｉｖｙāｖａｄāｎａ での用例を掲げる。
   Nandopanandābhyāṃ nāgarājābhyāṃ bhagavata upanāmitaṃ nirmitaṃ 
sahasrapatraṃ śakaṭacakramātraṃ sarvasauvarṇaṃ ratnadaṇḍaṃ padmam/ 
bhagavāṃś ca padmakarṇikāyāṃ niṣaṇṇaḥ paryaṅkam ābhujya ṛjuṃ kāyaṃ 
praṇidhāya pratimukhaṃ smṛtim upasthāpya padmasyopari padmaṃ nirmitam / 
tatrāpi Bhagavān paryaṅkaniṣaṇṇaḥ/ evam agrataḥ pṛṣṭhataḥ pārśvataḥ/ evaṃ 
Bhagavatā Buddhapiṇḍī nirmitā yāvad Akaniṣṭhabhavanam upādāya Buddhā 
Bhagavanto parṣannirmitam / (Divy ₁₆₂．₉‒₁₇)






 これとほぼ同様の表現が『根本説一切有部毘奈耶雑事』（T. No. ₁₄₅₁ ₂₄．₃₃₂b₁₀‒c₁₄）
にも確認できる。
 　次に、大乗経典での用例として Ｐａñｃａｖｉṃśａｔｉｓāʰａｓｒｉｋā　Ｐｒａʲñāｐāｒａⅿｉｔā の冒頭に
みられるものを掲げる。
   atha khalu bhagavāṃs tasyāṃ velāyāṃ jihvendriyaṃ nirṇāmayāmāsa/ yenemaṃ 
tr isāhasramahāsāhasraṃ lokadhātuṃ jihvendriyeṇācchādayāmāsa/ 
trisāhasramahāsāhasraṃ lokadhātuṃ jihvendriyeṇa sphuritvā tasmāj jihvendriyāt 
smitam akarot/ yato ’nekāni raśmikoṭīniyutaśatasahasrāṇi niśceruḥ/ raśmimukhe 
caikaikasminn uttamaratnamayāni suvarṇanirbhāsāni sahasrapatrāṇi padmāny 
utpannāny abhūvan/ teṣu ca padmeṣu buddhavigrahā niṣaṇṇāḥ saṃsthitāś 
cābhūvan dharmaṃ deśayanto yad uta imām eva ṣaṭpāramitāpratisaṃyuktāṃ 
dharmadeśanām/ te pūrvasyāṃ diśi gaṅgānadībālukopamavyativṛttāsaṃkhyeṣu 
lokadhātuṣu gatvā sattvānāṃ dharmaṃ deśayanti sma/ evaṃ dakṣiṇasyāṃ 
paścimāyām uttarasyām adhastād ūrdhvaṃ digvidikṣu/ ekaikasyāṃ ca diśi 
daśasu dikṣu gaṅgānadībālukopameṣu aparimāṇeṣu lokadhātuṣu gatvā sattvānāṃ 
dharmaṃ deśayanti sma/ yad uta imām eva ca ṣaṭpāramitāpratisaṃyuktāṃ 
dharmadeśanām/ ye ca sattvās tāṃ dharmadeśanāṃ śṛṇvanti te niyatā bhavanty 
anuttarāyāṃ samyaksaṃbodhau/(PvP ₇．₁₂‒₈．₄; T. No. ₂₂₁ ₈．₁b₂₁‒₂₈; T. No. ₂₂₂ 
₈．₁₄₇c₅‒₁₀; T. No. ₂₂₃ ₈．₂₁₇b₂₈‒c₅; T. No. ₂₂₀ ₇．₂a₇‒₁₅, ₇．₄₂₈a₁₂‒₂₀)














  　 『六十華厳』「賢首菩薩品第八」「若身光明無有量　光明荘厳難思議　若光荘厳難思
議　則出無量宝蓮華　若出無量宝蓮華　一一華坐無量仏　普現十方無量刹　教化度
脱一切衆　若能度脱一切衆　則得無量自在力　若得無量自在力　則能厳浄諸仏刹」

















































 他には『方等般泥洹経』（T. No. ₃₇₈ ₁₂．₉₂₃a₆‒₂₆）や『賢劫経』（T. No. ₄₂₅ ₁₄．₁₀a₂₇‒
b₇）等にも類似する記述が確認できる。
 　既に梶山［₁₉₉₅］で指摘されているように、上記のような記述は部派典籍、大乗経
典に共通する記述である。ただし、梶山［₁₉₉₅］によれば、〈大品系般若〉の後続箇所
や本経の後続部分、他の大乗経典で共有される、仏から発せられた光明を受けた衆生
たちが何らかの功徳を得るという記述や他仏国土の菩薩たちが娑婆世界を見ることを
願い、それに他仏国土の仏が応じるというような記述は大乗特有のものとされる。
₃₈ 【讖】および【放】においては、この箇所に「光明が仏国土を満たした」という記述
に相当するものは確認できない。
₃₉ 前々節にみられた各仏国土での挨拶の文言と同じだが、具体的にその内容を説いて
いるのは蔵訳のみであり、漢訳諸本では挨拶の言葉は省略されている。注₃₄参照。
121真宗総合研究所研究紀要　第₃₆号
のパドマの花が現れた。すなわち、それらの光明は彼ら如来の光明とも混ざら
なかった
40
。
₄₀ 本節末尾にみられる、文殊の手から発せられる光明に関する記述は【護】と【放】
ではすべて欠けている。一方、【讖】では前節冒頭とほぼ同様の記述が再度あらわれ、
「パドマの中に菩薩がいる」という点まで描かれる。
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